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マリ事務所 

国名：マリ 

プロジェクト名：アリウン・ブロンダン・ベイ平和

維持学校（EMPABB）運営能力強化支援プロジェク

ト 

実施期間：2022年 3月～2023年 3月 

パートナーシップ：アリウン・ブロンダン・ベイ平

和維持学校（EMPABB） 

予算：36万米ドル 

開発課題 

サヘル、とりわけマリでは 2012 年以降、不安定さ

が大きな課題であり続けています。各国軍、混合多

国籍軍、サヘル 5 カ国合同軍および国際的パート

ナーが軍事・対反乱作戦を強化しているにもかかわ

らず、過激派や犯罪集団による民間人、人道要員、

資産、防衛・治安部隊や市民保護ボランティアへの

攻撃は増加しています。 

ブルキナファソ、マリ、ニジェールが国境を接する

リプタコ・グルマ地域は、財産の盗難、人身売買の

増加、国家当局の不在など、この不安定さの震源地

となっています。例えば、国連マリ多元統合安定化

ミッション（MINUSMA、2021年）によると、同国

の中部 5 地域では 4 月 30 日現在、知事代理のうち

19%しか任地にいませんでした。 

サヘル地域全般と、サヘル 5 カ国および西アフリカ

諸国経済共同体（ECOWAS）地域の治安危機を背

景に、アリウン・ブロンダン・ベイ平和維持学校

（EMPABB）は、西アフリカおよびその他の地域に

おける平和維持訓練のミッションに従い、重要な役

割を担っています。 

目的 

このプロジェクトの目的は、火災安全システムの導

入、校内のサヘル・サハラ地域分析研究センター

（CARESS）の会議室や図書館の設置を通じて、

EMPABBの後方支援の強化に貢献することです。こ

のように、今回の支援は同校の戦略的枠組みに沿っ

ているだけでなく、この地域の平和維持活動に対す

る日本の支援は、特に「アフリカの平和と安定に向

けた新たなアプローチ（NAPSA）」の枠組みの下で

安定化を実現する機会になります。 

プロジェクトの成果 

成果 1：学校の受け入れ態勢と作業環境を改善する

こと 

これは学校施設の治安・衛生システムの強化によっ

て実施されます。 

• 火災安全システムを導入すること 

• 円形劇場と会議室を設置すること 

成果 2：学校の分析・研究能力を以下によって強化

すること 

• CARESS 図書館にコンピューターシステムを設

置すること 

• CARESS 図書館に十分な資料（書籍）を提供す

ること 

• CARESS図書館に棚と表示装置を設置すること 

 

SDGsへの貢献 

このプロジェクトは、SDGsの目標 5および 16に

貢献します。 


